
明
代
南
蔵
本

『古
尊
宿
語
録
」

に
つ
い
て

野

沢

佳

美

は
じ
め

に
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『
古
尊
宿
語
録
』
は
、
唐
末
か
ら
北
宋
期
に
か
け
て
の
禅
僧
の
語
録
集
で
あ
り
、
三
十
六
家
四
十
八
巻
か
ら
な

っ
て
い
る
。
我
が
国
で

は
縮
刷
蔵
や
続
蔵
な
ど
に
入
蔵
さ
れ
て
お
り
、
容
易

に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
こ
ん
に
ち
我
々
が
利
用
で
き
る

『古
尊
宿
語

録
』

は
、
明
初
に
お
い
て
新
た
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
て
、
宋
代
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
数
種
の

『
古
尊
宿
語
要
』

と
は
、
だ
い
ぶ
構

成

・
内
容
を
異
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
明
版

『古
尊
宿
語
録
』
と
宋
版
の

『古
尊
宿
語
要
』
の
比
較
検
討
は
、
江
戸
中
期
の
禅
僧
無
著
道
忠
に
よ

っ
て
始
め
ら
れ
た
。
道

(1
)

忠
は
享
保
十
六

(
一
七
三

一
)
年
に
両
者
の
校
勘
記
で
あ
る

『鼓
山
元
撰
古
尊
宿
録
校
託
』
四
巻
を
著
わ
し
て
い
る
。
さ
ら
に
近
代
に
な
っ

(
2
)

て
、
宇
井
伯
寿
氏
が
同
書
の
変
遷
過
程
を
考
察
さ
れ
て
い
る
が
、
明
版
に
対
し
て
誤
解
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
柳
田
聖
山
氏
が
日

本
現
存

の
宋
版

『古
尊
宿
語
要
』
の
調
査
研
究
を
行
な
い
、
宋

・
明
両
版
の
総
合
的
な
比
較
検
討
を
発
表
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
明
版

『古

尊
宿
語
録
』
は
、
宋
の
威
淳
三

(
一
二
六
七
)
年

に
、
杭
州
の
覚
心
居
士
が
重
刊
し
た

『古
尊
宿
語
要
』
に
基
づ
き
、
明
初
に
至

っ
て
新

た
に
数
家
を
加
増
し
て
再
編
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
当
時
開
板
さ
れ
て
い
た
勅
版
大
蔵
経
で
あ
る
南
蔵
に
入
蔵

さ
れ
、
そ
の
後
そ
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の
南
蔵
所
収
本
が
明
末
の
嘉
興
蔵
に
継
承
さ
れ
て
お
り
、
清

の
龍
蔵
や
我
が
国

の
縮
刷
蔵
な
ど
は
そ
の
嘉
興
蔵
所
収
本
を
底
本
と
し
て
い

(3
)

る
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
さ
ら
に
椎
名
宏
雄
氏
は
、
柳
田
氏
が
調
査
さ
れ
な
か

っ
た
宋
版
の
調
査
結
果
を
も
踏
ま
え
、
宋
代
よ

(
4
)

り
現
代
に
至
る
同
書
の
諸
本
系
統
の
詳
細
な
考
証
を
さ
れ
て
い
る
が
、
明
版
に

つ
い
て
は
柳
田
説
を
継
承
さ
れ
て
い
る
。

以
上
が
現
在
ま
で
の

『古
尊
宿
語
録
』
の
研
究
状
況
で
あ
る
が
、
と
く
に
明
版

『古
尊
宿
語
録
』
に
つ
い
て
見
る
と
、
明
初
に
お
い
て

宋
版
を
基
に
新
た
に
再
編
さ
れ
た
も
の
が
南
蔵
に
入
蔵
さ
れ
、
そ
し
て
そ
の
南
蔵
所
収
本
が
明
末
の
嘉
興
蔵
に
継
承
さ
れ
、
そ
の
嘉
興
蔵

本
が
そ
の
後
の
中

・
日
の
各
大
蔵
経
の
底
本
と
な

っ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
現
在
広
く
行
な
わ
れ

て
い
る
四
十
八
巻
本

『古
尊
宿
語
録
』
は
、
南
蔵
所
収
本
と
同

一
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

と

こ
ろ
で
前
記
の
諸
氏
が
宋
版
と
の
比
較
検
討

に
使
用
さ
れ
た
明
版
は
、
嘉
興
蔵
本
及
び
そ
れ
を
底
本
と
し
た
縮
刷
蔵
で
あ

っ
た
。
そ

れ
は
従
来
、
我
が
国
に
お
い
て
は
南
蔵
の
遺
存
が
極
め
て
稀

で
あ
り
、
ま
た
そ
の
遺
存
す
る
も
の
が
多
い
と
さ
れ
る
中
国
に
お
い
て
も
調

査

・
紹
介
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
た
め
で
、
南
蔵
所
収
本
を
利
用
す
る
こ
と
が
不
可
能

で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
山
口
県
快
友

寺
に
は
南
蔵
数
千
巻
が
現
存
し
、
そ
の
中

の

一
部
が
戦
前
よ
り
数
度
に
亙

っ
て

一
般
に
公
開
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
時
巻
末
に
識
語
を
も

つ

(
5
)

『古
尊
宿
語
録
』
巻
第
二
十

一
が
出
展
さ
れ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
柳
田
氏
は
、
そ
の
識
語
を
も
と
に
明
初
に
お
け
る
同
書

の
変
遷
過
程

を
明

ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
全
体
の
調
査
研
究
に
ま
で
は
及
ば
れ
な
か

っ
た
。

(
6
)

と
こ
ろ
で
近
年
、
立
正
大
学
図
書
館

に
も
比
較
的
ま
と
ま

っ
た
状
態
で
南
蔵
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
そ
の
中
に

『古

尊
宿
語
録
』
四
十
八
巻
中
、
十
九
巻
が
現
存
し
て
い
る
。
し
か
し
同
大
図
書
館
所
蔵
本
は
本
来
の
四
割
し
か
現
存
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

そ
の
全
容
を
う
か
が
う
に
は
困
難
な
状
況
に
あ

っ
た
。
そ
う
し
た
折
再
び
快
友
寺
の
南
蔵
を
調
査
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
筆
者
は
、
そ
の

(
7
)

中
に
現
存
す
る

『古
尊
宿
語
録
』
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
、
立
正
大
学
図
書
館
本
を
は
る
か
に
上
回
る
数
量
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

重
複
箇
所
を
除
き
、
両
所

の
所
蔵
本
を
併
せ
る
と
、
数
巻
に
鉄
損
部
分
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
全
四
十
八
巻
中
、
巻
第
三
十
二
、
第
四
十
、

第
四
十
六
の
三
巻
を
峡
く
の
み
と
な
り
、
お
お
よ
そ
本
来
の
姿
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な

っ
た
。



南
蔵
本
と
嘉
興
蔵
本
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
意
外

に
も
両
者
間
に
は
す

こ
ぶ
る
構
成

・
内
容
に
相
違
が
見
ら
れ
、
し

か
も
前
者

に
は
、

後
者

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
従
来
で
も
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
南
宋
か
ら
元
、
明
初
に
至
る
時
期
に
活
動
し
た
楊
岐
派

・
大
慧
派
の
禅
僧

の
語
録
が
収
録
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
事
実
が
明
ら
か
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
こ
の
こ
と
は
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
嘉

興
蔵
所
収
の

『古
尊
宿
語
録
』
は
、
南
蔵
所
収
の
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
の
南
蔵
所
収

本
は
、
同
書
の
変
遷
過
程
を
考
え
る
上
で
極
め
て
貴
重
な
存
在
と
い
え
る
。

(8
)

以
上
の
重
要
性
か
ら
今
般
、
両
所
の
南
蔵
本

『
古
尊
宿
語
録
』
が
影
印
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
を
基
に
多
角
的
な
研
究
が
な
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ひ
と
ま
ず
本
稿
で
は
、
南
蔵
本
の
構
成
、
嘉
興
蔵
本

で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
巻
第
二
十

一
の
構
成
と
内
容
、
さ
ら
に

は
そ
の
編
纂
者
で
あ
る
定
巌
浄
戒
な
ど
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
、
大
方

の
ご
教
示
を
仰
ぐ
こ
と
と
し
た
い
。

な
お
本
稿
で
は
、
南
蔵
所
収
の

『古
尊
宿
語
録
』
を
南
蔵
本
、
嘉
興
蔵
所
収

の
そ
れ
を
嘉
興
蔵
本
と
略
称
す
る
こ
と

に
し
た
い
。
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一
、
南
蔵
本
の
構
成

ま
ず
南
蔵
本
の
構
成
に
つ
い
て
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
が
、
南
蔵
自
体

の
書
誌
的
事
項
や
各
語
録
の
お
び
た
だ
し

い
出
入
状
況
に

つ

(
9
)

い
て
は
、
別
稿

及
び
前
記
両
影
印
本
の
解
説
で
述
べ
て
あ
る
の
で
、
そ
れ
に

つ
い
て
の
言
及
は
最
小
限
に
と
ど
あ
、

以
下
で
は
、
嘉
興

蔵
本

と
の
比
較
を
と
お
し
て
南
蔵
本
の
構
成
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

立
正
大
学
図
書
館
及
び
山
口
県
快
友
寺
の
南
蔵
本
は
、
そ
の
重
複
箇
所
を
除
き
併
せ
る
と
、
本
来
の
四
十
八
巻
中
、
巻
第
三
十
二
、
第

四
十
、
第
四
十
六
の
三
巻
を
鉄
く
の
み
で
、
本
来
の
姿
に
近
い
状
態
と
な
る
。
し
か
し
中
に
は

一
巻
中
数
張
の
み
、
あ
る
い
は

一
張
の
半

分
ほ
ど
が
か
ろ
う
じ
て
現
存
し
て
い
る
と
い
っ
た
巻
も
あ
る
。
南
蔵
本
は
、
密

・
勿

・
多

・
士
の
函
号
に
、
そ
れ
ぞ
れ
十
二
巻
ず

つ
に
分

か
た
れ
て
い
る
。
た
だ
し
密
函
の
み
は

「密
二
」
に
巻
第

一
、
第
二
の
二
巻
を
合
巻
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

「密

一
」

に

『六
祖
大
師
法
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(
10
)

宝
檀
経
』

一
巻
が
収
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
南
蔵
本
は
全
四
十
八
巻
、
四
十
七
帖
か
ら
な

っ
て
い
る
。
版
式
は

一
帳

三
十
行
、

一
折
六
行
十
七
字
詰

(
一
部
に
十
八
字
詰
箇
所
も
あ
り
)
。

一
巻
の
張
数
は
、
最
終
張
が
現
存
し

て
確
認

で
き
る
範
囲
内

で
、

最
も
多
い
も
の
は
巻
第
十
六
な
ど
の
二
十
四
張

で
あ
り
、
少
な
い
も
の
で
は
巻
第
六
の
十
張
で
あ
る
。

さ

て
南
蔵
本
及
び
嘉
興
蔵
本
の
構
成
を

一
覧
表
に
し
た
も
の
が
次
表
で
あ
る
。
こ
の
表
を

一
瞥
し
て
ま
ず
気
づ
く

の
は
、
構
成
面
か
ら

見
れ
ば
、
嘉
興
蔵
本
は
南
蔵
本
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
継
承
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
南
蔵
本
の
巻
第

一
・
第
二
、
巻
第

二
十

一
、
巻
第
三
十
七
、
巻
第
四
十
七
に
、
嘉
興
蔵
本
と
若
干
の
ズ

レ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
こ
れ
が
南

蔵
本

の
特
徴
と
い
え
る
重
要
な
点

で
あ
る
の
で
、
以
下
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

立
正
大
学
図
書
館
・

山
口
県
快
友寺

蔵

南

蔵

本

嘉

興

蔵

本

函
号
函
次

巻

次

語

録

名

巻

次

語

録

名

密

二

巻

第
一

之
二

(
南
岳、

馬
祖、

百
丈)

巻
一

南岳

禅師
、

馬
祖禅

師、

百
丈
禅
師

〃

三

巻
第
三

百
丈
禅
師
語
之
鯨、

黄漿

禅師

巻
二

百丈

禅
師
語
之
余、

箔
州
黄
彙
断
際
禅
師

〃

四

巻
第
四

(
黄
藁
禅
師)

巻
三

黄葉

断
際
禅
師
宛
陵
録

〃

五

巻
第
五

(
臨
済
禅
師
語
録)

巻
四

鎮州

臨
済恵

照
禅
師
語
録

〃

六

巻
第
六

臨
済
慧
照
禅
師
鯨
録、

興化

禅師

巻
五

臨済

禅
師
語
録
之
余、

興
化
禅
師
語
録

〃

七

巻
第
七

(
睦
州
和
尚
語
録)

巻
六

睦
州和

尚
語
録

"

＼ノ

巻
第
八

(
汝
州
南
院
禅
師)
、

風穴

禅師

巻
七

汝
州
南
院
禅
師
語
要、

風
穴
禅
師
語
録

〃

九

巻
第
九

首
山
禅
師

巻
八

汝
州
首
山
念
和
尚
語
録

〃

十

巻
第
十

石
門
山
慈
照禅

師

巻
九

石
門
山
慈
照
禅
師
鳳
巖
集

〃

十
一

巻
第
十
一

(
扮
陽
昭
禅
師)
、

[
承天

智嵩

禅師

]

巻
十

扮
陽
昭
禅
師
語、

井
州
承
天
嵩
禅
師
語
録

〃

十
二

巻
第
十
二

(
慈
明
禅
師)

巻
十
一

慈
明
禅
師
語
録

勿

一

巻
第
十
三

南
泉
禅
師、

子
湖山

第一

代神

力
禅師

語
録

巻
十
二

池
州
南
泉
普
願
禅
師
語
要、

衝
州
子
湖
山
禅師

語録
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"〃 〃 〃 〃 〃 〃 勿

九 八 七 六 五 四 三 二

〃 〃 〃 〃 〃 〃 多 〃 〃 〃

七 六 五 四 三 ニ ー 十 十 十

 

[映
]

士 〃 〃 〃 〃

一 十 十 十 九

巻
第
十
四

巻
第
十
五

巻
第
十
六

巻
第
十
七

巻
第
十
八

巻
第
十
九

巻
第
二
十

巻
第
二
十

一

巻
第
二
十
二

巻
第
二
十
三

巻
第
二
十
四

巻
第
二
十
五

巻
第
二
十
六

巻
第
二
十
七

巻
第
二
十
八

巻
第
二
十
九

巻
第
三
十

巻
第
三
十

一

巻
第
三
十
三

巻
第
三
十
四

巻
第
三
十
五

巻
第
三
十
六

巻
第
三
十
七

趙
州
論
禅
師

趙
州
論
禅
師
語
録

雪
門
匡
真
禅
師

雪
門
匡
真
禅
師
語
録

雪
門
禅
師
語
録

雪
門
匡
真
禅
師
語
録

楊
岐
会
禅
師
、
潭
州
道
吾
真
禅
師

白
雲
端
禅
師
語
、

北
醐
簡
禅
師
、
物
初
観
禅
師
、

廣
智
全
禅
師
、
仲
方
和
尚
語
録
、

黄
梅
東
山
和
尚
語
上

〃〃

葉
縣
省
禅
師

神
鼎
禅
師

翠
巖
禅
寺
語
録

法
華
禅
師

佛
照
禅
師
径
山
育
王
語
、

晦
機
禅
師
語
録
、

覚
源
曇
禅
師

下 中

 

龍
門
佛
眼
禅
師
語
録
之

一

[

〃〃〃〃〃〃〃

(
大
随

開
山
神

照
禅
師
)
、 二三四

]
五六七八

投
子
禅
師

巻
十
三

巻
十
四

巻
十
五

巻
十
六

巻
十
七

巻
十
八

巻
十
九

巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻 巻

十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十
五 四 三 ニ ー 九 八 七 六 五 四 三 ニ ー

趙
州
真
際
禅
師
語
録

趙
州
真
際
禅
師
語
録
之
余

雲
門
匡
真
禅
師
広
録
上

〃

中

〃

中

〃

下

蓑
州
楊
岐
山
普
通
禅
院
会
和
尚
語
録
、
道
吾
真
禅
師

野
州
白
雲
山
海
会
演
和
尚
初
住
四
面
山
語
録

静
州
白
雲
山
海
会
演
和
尚
語
録

黄
梅
東
山
演
和
尚
語
録

汝
州
葉
県
広
教
省
禅
師
語
録

潭
州
神
鼎
山
第

一
代
謹
禅
師
語
録

箱
州
大
愚
芝
和
尚
語
録

野
州
法
華
山
挙
和
尚
語
要

艀
州
龍
門
佛
眼
和
尚
語
録

〃〃〃〃〃〃〃

大
随
開
山
神
照
禅
師
語
録



明代南蔵本 『古尊宿語録』にっいて54

巻
三
十
六

投
子
和
尚
語
録

〃

二

巻
第
三
十
八

鼓山

興聖

国師

巻
三
十
七

鼓
山
先
興
聖
国師

和
尚廣

集

〃

三

巻
第
三
十
九

洞山

第
二
代初

禅師

巻
三
十
八

裏
州
洞
山
第
二
代
初
禅
師
語録

[映

]

[智

門詐

禅師

語
録]

巻
三
十
九

智
門
詐
禅師

語録

〃

五

巻
第
四十

一

雲峯

禅師

語

巻
四
十

雲
峰悦

禅師

初住

翠
巖語

録

〃

六

巻
第
四十

二

雲峯

禅師

語

巻
四十

一

〃

〃

七

巻
第
四十

三

雲庵

真
禅
師

巻
四十

二

宝
峰雲

庵真

浄禅

師語

録
一

〃

＼ノ

巻
第
四十

四

(雲

庵
真禅

師)

巻
四十

三

〃

二

〃

九

巻
第
四十

五

真浄

禅
師
語

巻
四十

四

〃

三

[訣

]

[真

浄
禅
師]

巻
四
十
五

宝
峰雲

庵
真浄

禅師

偶

〃

十
一

巻
第
四
十七

郵
椰
廣
照
禅
師、
[
雲
門
庵
主
頒
古]

巻
四
十六

源
州榔

耶山

覚和

尚語

録

巻
四
十七

東林

和
尚
雲
門
庵
主
頒
古

〃

十
二

巻
第
四
十
八

(
仏
照
禅
師
奏
対
録)

巻
四
十
八

仏
照禅

師奏

対録

注

①、

語
録
名
は

各
巻首

に

記載

さ
れ
た
も
の

を

採用

し
た
。

注

①、

嘉興

蔵
本
は、

台
湾
新
文
豊
出
版
公
司
印
行
の
『
明
版嘉

注
②、

巻
首
・

末
が

訣落

し
て
、

語

録名

が
確
認
で
き
な
い

も
の

は、

(

)

興
大
蔵
経
』
(
一

九
八
七)

第
十
冊
所
収
本
を

使
用
し
た
。

を

付
し
、

嘉
興蔵

本
の

そ
れ
を
参
考
に
し
て
便
宜
的
に
つ

け
た
。

注
②、

巻
首
・

末
に
付
せ

ら
れ
た
序、

祭
文、

行状

等
は

省略

し

注
③、

敏
落
に
よ
っ

て
そ
の

語録

の

存

在す

ら
確
認
さ
れ
な
い

も
の
は
、

智
旭

た
。

撰
『
閲
蔵知

津』

巻
四

十
二

な
ど
の

記
載
に
よ
っ

て

補
い
、

語
録名

に

[

]

を

付
し

た
。

ま
ず
南
蔵
本
は
巻
第

一
と
第
二
と
を
合
巻
と
し
て
い
る
。
た
だ
こ
の
巻
は
快
友
寺
本
中
に
わ
ず
か
第
十
六
、
十
九

の
二
張
の
み
し
か
現

存
し

て
い
な
い
が
、
明
ら
か
に
百
丈
禅
師
の
語
録
の

一
部

で
、
嘉
興
蔵
本
巻

一
の
当
該
箇
所
と
照
合
す
る
と
字
句
の
異
同
は
な
い
。
お
そ

ら
く

そ
れ
以
前
に
は
、
嘉
興
蔵
本
と
同
様
に
南
岳
、
馬
祖

の
両
禅
師
の
語
録
が
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
南
蔵
本

の
巻
第

一
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と
第

二
が
合
巻
で
あ
る
こ
と
は
、

「密
三
」
の
函
号
函
次
を
も

つ
次
巻
が
巻
第
三
で
あ
る
こ
と
や
、
後
に
述

べ
る
呂
激
氏
が
調
査
さ
れ
た

「
洪
武
南
蔵
」

の
報
告
書
に
掲
載
さ
れ
た

『古
尊
宿
語
録
』
の
巻
首
の
書
影
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

つ
ま
り
先
に
述

べ
た
よ
う
に
、
南

蔵
は

『古
尊
宿
語
録
』
の
前
に

『
六
祖
大
師
法
宝
壇
経
』

一
巻
を
収
め
て
い
た
が
、

一
函
号
に
つ
き
十
二
巻
を
分
巻
せ
ね
ば
な
ら
な
い
必

要
か

ら
、
巻
第

一
、
第
二
を
合
巻
と
す
る
措
置
を
採

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
嘉
興
蔵
本
は
こ
れ
を

「巻

一
」
と
し
た
た
め
次
巻
以

降
、
南
蔵
本
と
の
間
に

一
巻
の
巻
数
の
ズ
レ
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。

次

に
嘉
興
蔵
本
と
の
間
で
最
も
相
違
す
る
点
は
、
巻
第
二
十

一
の
存
在
で
あ
る
。
同
巻
に
は
白
雲
守
端
か
ら
覚
源
慧
曇
に
至
る
楊
岐
派

.

大
慧
派
の
禅
僧
の
語
録
が

一
括
さ
れ
て
お
り
、
極
め
て
注
目
さ
れ
る
巻
で
あ
り
、
詳
細
に
つ
い
て
は
次
節

で
述

べ
る
。
嘉
興
蔵
本
は
、
こ

の
南
蔵
本
巻
第
二
十

一
所
収
の
語
録
を
全
く
削
除
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
以
降
南
蔵
本
と
の
間
に
二
巻

の
ズ

レ
が
生
じ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
南
蔵
本
の
巻
第

一
・
第
二
の
合
巻
を
嘉
興
蔵
本
で
は
そ
の
巻

一
と
し
、
さ
ら
に
南
蔵
本

の
巻
第
二
十

一
を
嘉
興
蔵
本

は
全
く
削
除
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
半
部
に
お
い
て
両
者
は
二
巻
の
ズ

レ
を
見
せ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
南
蔵
本
の
巻
第
三
十
七
に

一
括

収
録

さ
れ
て
い
る
大
随
神
照
禅
師
及
び
投
子
大
同
禅
師
の
語
録
を
、
嘉
興
蔵
本
は
巻
三
十
五
、
三
十
六

に
そ
れ
ぞ
れ
分
巻
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
こ
で
そ
の
差
が

一
巻
と
な
る
。
し
か
し
南
蔵
本

・
嘉
興
蔵
本
と
も
最
終
巻
で
あ
る
巻
四
十
八
に
は

「仏
照
禅
師
奏
対
録
」
が
収

録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
な
ら
南
蔵
本
巻
第
三
十
七
以
降
、
巻
第
四
十
八
に
至
る
間
で
残
り
の

一
巻
の
ズ
レ
を
、
嘉
興
蔵
本
は
ど
の
よ
う
に

調
巻
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

先
述
の
と
お
り
立
正
大
学
図
書
館
及
び
快
友
寺
の
南
蔵
本
で
は
、
全
四
十
八
巻
の
う
ち
、
巻
第
三
十
二
、
第
四
十
、
第
四
十
六
の
三
巻

が
散
侠
し
て
い
る
が
、
巻
第
三
十
二
は
龍
門
佛
眼
禅
師
語
録
の
第
四
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
巻
第
四
十

は
お
そ
ら
く
嘉
興

蔵
本

の
巻
三
十
九
の
智
門
光
詐
禅
師

の
語
録
に
相
当
し
、
巻
第
四
十
六
は
嘉
興
蔵
本
の
巻
四
十
五
に
相
当
す
る
真
浄
禅
師
の
偏
頒
が
収
録

さ
れ

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
見

て
く
る
と
、
両
所
の
南
蔵
本
の
散
侠
し
て
い
る
巻
は
、
そ
れ
ぞ
れ
嘉
興
蔵
本
に
該
当
す

る
箇
所
が
あ
る
か
ら
、
南
蔵
本
巻
第
三
十
七
以
降

で
、
南
蔵
本
の

一
巻
を
嘉
興
蔵
本
が
二
巻
に
分
巻
し
て
い
る
可
能
性

が
る
の
は
、
巻
第
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四
十
七
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

快
友
寺
南
蔵
本
巻
第
四
十
七
は
、
第

一
張
か
ら
二
十
二
張

(た
だ
し
第
十
三
～
十
六
張
が
鉄
落
)
ま
で
が
現
存
し

て
い
る
が
、
当
該
箇

所

は
榔
椰
広
照
禅
師
の
語
録
で
、
嘉
興
蔵
本
の
巻
四
十
六
に
相
当
す
る
。
と
こ
ろ
が
嘉
興
蔵
本
で
は
次
の
巻
四
十
七

に

「東
林
和
尚
雲
門

庵
主
頒
古
」
を

一
括
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
相
当
す
る
箇
所
が
南
蔵
本
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
南
蔵
本
巻
第
四
十
七

は
第
二
十
二
張
ま
で

し
か
現
存
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
以
降
に
は
榔
那
広
照
禅
師

の
語
録
だ
け
で
は
な
く
、

「東
林
和
尚
雲
門
庵
主
頒
古
」
の

一
部
分
が
収
録

さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

つ
ま
り
嘉
興
蔵
本
で
は
、
南
蔵
本
巻
第
四
十
七
を
そ
の
巻
四
十
六
、
四
十
七
と
に
分
巻
す
る
措
置

を
採
り
、

こ
こ
で
両
者
間
の
ズ
レ
を
修
整
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
南
蔵
本
の
構
成
に
つ
い
て
、
す
で
に
明
末
清
初

の
僧
繭
益
智
旭
が
そ
れ
を
い
ち
い
ち
記
し
て
い
る
。
智
旭
は
南
蔵

・
北
蔵
の

経
典
を
基
に
新
た
な
る
編
成
の
も
と
、
後
人
の
閲
蔵

の
便
に
供
す
べ
く
、
各
経
典
の
編
著
者
及
び
そ
の
概
要
を
ま
と

め
た

『
閲
蔵
知
津
』

四
十
四
巻

(目
録
四
巻
)
を
著
わ
し
て
い
る
が
、
そ
の
巻
四
十
二

・
雑
蔵

・
此
方
撰
述

・
四
禅
宗
の
項
で

『古
尊
宿
語
録
』
の
構
成
を
列

記
し
て
い
る
。
『
古
尊
宿
語
録
』
は
北
蔵
に
は
入
蔵
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
そ
の
構
成
は
明
ら
か
に
南
蔵

の
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
前
掲
の
南
蔵
本
の
構
成
表
と
全
く

一
致
す
る
が
、
榔
郷
広
照
禅
師
の
語
録
と

「仏
照
禅
師
奏
対
録
」
と
の
間
に

「雲
門
庵
主
頗
古
」

と
明
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
や
は
り
先
に
類
推
し
た
ご
と
く
、
南
蔵
本
巻
第
四
十
七
に
は
榔
那
広
照
禅
師

の
語
録
と
共
に
嘉
興
蔵
本

の

「東
林
和
尚
雲
庵
主
頒
古
」
に
相
当
す
る

「頒
古
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
立
正
大
学
図
書
館
及
び
快

友
寺
所
蔵
本
で
散

秩
し
て
い
る
巻
第
十

一
の
後
半
に
は
、
承
天
智
嵩
禅
師
の
語
録
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

い
ま
ひ
と
つ
注
意
し
た
い
の
は
、
嘉
興
蔵
本
巻
七
の
巻
末
に
付
せ
ら
れ
て
い
る
物
初
大
観
が
記
し
た

「重
刻
古
尊
宿
語
録
序
」
で
あ
る
。

こ
の
序
は
、
冒
頭
に
述
べ
た
如
く
、
明
版

『
古
尊
宿
語
録
』
が
底
本
と
し
た
と
さ
れ
る
覚
心
居
士
が
重
刊
し
た

『古
尊
宿
語
要
』
に
、
物

初
大
観
が
寄
せ
た
も
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
快
友
寺

の
南
蔵
本
巻
第
七
は
巻
末
が
峡
落
し
て
い
る
た
め
、
南
蔵
本

に
も
そ
の
序
文
が
存

在
す
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
南
蔵
本
の
構
成
を
記
し
た
前
掲
の
智
旭

『閲
蔵
知
津
』
に
、
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中
有
阿
育
王
山
住
持
大
観
序

と
あ
る
か
ら
、
確
か
に
同
書
中
に

「序
」
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
れ
が
嘉
興
蔵
本
と
同
様
に
そ
の
巻
第
七
に
あ
る
の

か
は
判
然
と
し
な
い
。
と
こ
ろ
で
柳
田
聖
山
氏
は
、
嘉
興
蔵
本

の
物
初
大
観
の
序
文
の
末
尾
に
は
、
覚
心
居
士
重
刊
本

『古
尊
宿
語
要
』

の
序

に
見
ら
れ
ぬ

「唐
宋
諸
碩
師
…
…
実
有
補
於
宗
門
」
の

一
文
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
の
ち
に
述
べ
る
南
蔵
本
の
編
纂
者

で
あ
る
浄
戒
が

(
11
)

執
筆

し
て
付
加
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
智
旭
は
物
初
大
観
の
序
文

の
存
在
し
か
注
記
し
て
い
な

い
の
で
、
は
た
し

て
そ
の
浄
戒
が
執
筆
し
た
と
い
う

一
文
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
は
、
今
の
と
こ
ろ
明
ら
か
に
し
え
な
い
。

以
上
が
嘉
興
蔵
本
と
の
比
較
を
と
お
し
て
見
た
南
蔵
本

の
構
成

で
あ
る
。
構
成
面
に
限

っ
て
み
れ
ば
、
嘉
興
蔵
本
は
基
本
的
に
南
蔵
本

の
構
成
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
南
蔵
本
の
構
成
で
最
も
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
な
ん
と
い

っ
て
も
巻
第
二

十

一
の
存
在
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
こ
に
収
録
さ
れ
た
禅
僧
の
語
録
は
、
嘉
興
蔵
本
で
は
全
く
削
除
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

つ

ま
り

こ
の
巻
第
二
十

一
の
存
在
そ
の
も
の
が
、
南
蔵
本

の
性
格
を
如
実
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
節
を
改
め
、
嘉
興
蔵
本
が

削
除
し
た
南
蔵
本
の
巻
第
二
十

一
に

つ
い
て
見

て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

二
、
巻
第
二
十

一
の
構
成
と
内
容

南
蔵
本

の
巻
第
二
十

一
は
全
二
十
二
張
か
ら
な
り
、
そ
の
巻
末
に
は
浄
戒
の
識
語
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
識
語
を

い
ち
は
や
く
斯
界

(
12
)

に
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
龍
池
清
氏
で
あ
ろ
う
。
氏
は
福
州
鼓
山
湧
泉
寺
及
び
恰
山
西
禅
寺
の
明
清
版
大
蔵
経
を
調
査
さ
れ
、
そ

の
報
告
書

の
中
に
浄
戒
の
識
語
を
転
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
識
語
に
関
す
る

コ
メ
ン
ト
は
と
く
に
な
い
が
、
た
だ
注
目
す

べ
き

こ
と
は
、

氏
は
そ
の
識
語
が
付
さ
れ
て
い
る
巻
次
を

「巻
第
十
七
」
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
快
友
寺
南
蔵
本
中
に
は
巻
第
十
七
が
現
存
す
る
が
、

残
念

な
が
ら
第
十
九
張
以
降
が
現
存
し
な
い
の
で
、
同
巻
に
も
浄
戒
の
識
語
が
付
さ
れ
て
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
も

っ
と
も
龍
池
氏
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も
巻

二
十

一
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
、
あ
る
い
は
識
語
が
付
さ
れ
て
い
る
巻
が
定
ま
っ
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

識
語

の
性
格
か
ら
す
れ
ば
、
巻
第
二
十

一
の
巻
末
に
あ
る
ほ
う
が
よ
り
相
応
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ

の
後
本
格
的
に
こ
の
識
語
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
が
柳
田
聖
山
氏

で
あ
る
。
氏
は
、
昭
和
十
年
に
開
催
さ
れ
た

「東
京
大
蔵
会
」

の

展
観
目
録
か
ら
、
そ
の
時
出
展
さ
れ
た
快
友
寺
南
蔵
本
巻
第
二
十

一
の
識
語
を
取
り
上
げ
ら
れ
、
『
古
尊
宿
語
録
』
を

始
め
と
す
る
多
く

の
禅
籍
が
、
永
楽
二

(
一
四
〇
四
)
年
に
刊
補
さ
れ
た
後
、
同
十

一

(
一
四

=
二
)
年
の
春
か
ら
冬
に
か
け
て
南
蔵

の

一
部
と
し
て
刊
修

(
13
)

改
補

さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
な
ど
、
明
初
に
お
け
る
同
書

の
変
遷
過
程
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上

の
よ
う
に
、
南
蔵
本
巻
第
二
十

一
の
巻
末
に
付
さ
れ
た
浄
戒

の
識
語
は
、
す
で
に
先
学
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
そ
の
浄
戒
の
識
語
以
上
に
重
要
な
の
は
、
そ
の
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
内
容
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

こ
ん
に
ち
に
至
る
ま

で
詳
細

に
巻
第
二
十

一
の
構
成

・
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
は
な
い
よ
う
で
、
わ
ず
か
に
先
の
智
旭
が

『
閲
蔵
知
津
』
巻
四
十
二
で

『古
尊
宿
語
録
』
の
構
成
を
列
記
し
て
い
る
中
に
、

…
白
雲
端
、
佛
照
光
、
北
硝
簡
、
物
初
観
、
晦
機
煕
、
笑
隠
訴
、
仲
方
倫
、
覚
源
曇
、
有
宋
演
蔵
衣
塔
銘
…

と
、
巻
第
二
十

一
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
構
成
を
記
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
当
該
箇
所
の
よ
り
詳
細
な
状
況
に
つ
い

て
は
、
も
ち
ろ
ん
智
旭
は
な
に
も
触
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
先
の
浄
戒

の
識
語
の
存
在
す
ら
記
し
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
幸
い
な
こ
と
に

立
正
大
学
図
書
館

・
快
友
寺
の
両
所
に
巻
第
二
十

一
が
完
全
な
形
で
現
存
し
て
お
り
、
い
ま
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
な
か

っ
た
そ
の
構
成
と

内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
以
下
で
そ
の
点
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

さ

て
巻
第
二
十

一
の
巻
首
に
は
、

白
雲
端
禅
師

南
嶽
下
十
二
世
嗣
楊
岐

佛
照
光
禅
師

南
嶽
下
十
六
世
嗣
大
慧

北
醐
簡
禅
師

嗣
佛
照
派
下
五
人
附
録
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と
あ
り
、
本
巻
に
は
白
雲
守
端
、
佛
照
徳
光
、
北
醐
居
簡
の
三
禅
師
の
語
録
と
、
北
醐
禅
師
派
下

の
五
禅
師

の
語
録
を
収
録
し
て
い
る
こ

と
を
記

し
て
い
る
。

ま
ず
冒
頭
に
は
、
白
雲
守
端
禅
師
の
語
録
を
収
録
す
る
。
楊
岐
方
会
の
法
統
を
嗣
い
だ
白
雲
守
端

(
一
〇
二
五
～
七
二
)
の
語
録
に
は
、

天
柱
処
凝
編

『白
雲
守
端
禅
師
広
録
』
四
巻

(続
蔵
ニ
ー
二
十
五
-
三
)
が
あ
る
が
、
巻
第
二
十

一
所
収

の
語
録
と

一
致

せ
ず
、
そ
の
大

半
が

『嘉
興
蔵
続
蔵
』
に
収
め
ら
れ
い
る

『
白
雲
守
端
禅
師
語
録
』
二
巻

(
恥
一七九
三)
と

一
致
し

て
お
り
、
ま
た

一
部

分
で
は
あ
る
が

『
続
刊
古
尊
宿
語
要
』
(続
蔵
ニ
ー
二
十
三
ー
五
)
日
集
の

「白
雲
端
和
尚
語
」
と

一
致
し
て
い
る
。
白
雲
守
端

の
語
録

が
終
わ
る
と
、

　
　

東
山
五
祖
演
禅
師
語
三
巻
在
士
字
函
中

圓
悟
佛
果
禅
師
語

一
十
七
巻
具
列
別
函

大
慧
普
覚
祖
師
語
三
+
巻
蒙

酪
薬

録

と
あ
り
、
五
祖
法
演
、
圓
悟
佛
果
、
大
慧
普
覚
の
三
禅
師
の
語
録
は
他
所
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
こ
で
は
省
い
た
と
注
記
す
る
。

五
祖
法
演
の
語
録
三
巻
は
、
同
南
蔵
本
中
の
巻
第
二
十
二
～
二
十
五
に
収
録
さ
れ
て
お
り

(函
号
を
士
と
す
る
の
は
勿

の
誤
り
)
、
圓
悟

佛
果
の
語
録
十
七
巻
は
、
大
慧
普
覚
の
語
録
三
十
巻
と
と
も
に
、
独
立
し
て
そ
れ
ぞ
れ
南
蔵
に
入
蔵
さ
れ
て
い
る
。
白
雲
守
端
か
ら
佛
照

徳
光
に
至
る
間
に
、
上
記
三
禅
師
が
相
次
い
で
法
統
を
嗣
い
で
い
る
が
、
す
で
に
彼
ら
の
語
録
は
他
所

に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ

に
注
記
を
挿
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
注
記
の
あ
と
に
は
、
佛
照
徳
光
の
語
録
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
大
慧
宗
呆
の
法
嗣
で
あ
る
佛
照
徳
光

(
一
一
二

一
～

一
二
〇

三
)

の
語
録

は
、
一
『続
刊
古
尊
宿
語
要
』

(続
蔵
ニ
ー
二
十
四
-

一
)
星
集
に

「佛
照
光
和
尚
語
」
が
あ
り
、

一
部
南
蔵
本

と

一
致
す
る
法
語

が
あ
る
。
続
い
て
佛
照
徳
光
の
法
嗣
北
硝
居
簡

の
語
録
を
収
録
し
て
い
る
。
北
硝
居
簡

(
=

六
四
～

一
二
四
六
)

の
語
録
は
、
そ
の
法

嗣
物
初
大
観
が
編
纂
し
た

『北
醐
居
簡
禅
師
語
録
』

(続
蔵
ニ
ー
二
十
六
-

一
)
が
あ
る
。
同
語
録
と
南
蔵
本

の
語
録
と
を
比
較
す
る
に
、

後
者
は
そ
の
冒
頭
の
小
伝
の
七
行
を
除
く
す
べ
て
が
前
者
中
に
確
認
さ
れ
る
。
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さ
て
北
醐
禅
師

の
語
録
の
あ
と
に
は
、

物
初
観
禅
師

南
岳
十
八
世
嗣
北
醐
禅
師

晦
機
煕
禅
師

南
岳
十
九
世
嗣
物
初
禅
師

広
智
全
悟
笑
隠
訴
禅
師

二
十
世
嗣
晦
機

仲
方
倫
禅
師

南
岳
二
十
世
嗣
晦
機
禅
師

覚
源
曇
禅
師

南
岳
廿

一
世
嗣
広
智
和
尚

右
附
録
五
人

と
あ
り
、
以
下
に
北
瑚
禅
師
派
下
の
五
禅
師

の
語
録
が
続
く
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
北
醐
禅
師
の
語
録
の
編
者
で
も
あ
り
、
そ
の

法
を
嗣
い
だ
物
初
大
観

(
一
二
〇

一
～
六
八
)

の
語
録
に
は
、
そ
の
門
人
徳
博
ら
が
編
校
し
た

『物
初
和
尚
語
録
』
(続
蔵
二
ー
二
十
六
ー

一
)
が
あ
る
が
、
南
蔵
本
と
の
間
に

一
致
す
る
語
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
次
の
物
初
大
観
の
法
嗣
晦
機
元
煕

(
一
二
三
八
～

一

三

一
九
)
の
語
録
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
そ
の
存
在
は
知
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、
し
た
が

っ
て
こ
こ
に
収
録
さ
れ
た
語
録
は
未
知
の
も
の
で
あ

る
。

な
お
こ
の
元
煕
の
語
録
の
冒
頭
に
は
七
行
ほ
ど
の
彼

の
小
伝
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
虞
集
撰

「晦
…機
禅
師
塔
銘
」

(『
道
園
学
古
録
』
巻

四
十
九
)
と
比
較
す
る
に
、
前
者
は
後
者
を
節
略
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
続
く
晦
機
元
煕
の
法
嗣
笑
隠
大
訴

(
一
二

八
四
～

=
二
四
四
)
の
語
録
に
は
、
門
人
廷
俊
、
慧
曇
ら
が
編
し
た

『笑
隠
訴
禅
師
語
録
』
四
巻

(嘉
興
蔵
続
蔵
M

一八
三
)
が
あ
る
が
、

南
蔵
本
と
比
較
す
る
に
、
後
者

の
冒
頭

の
小
伝
以
外
は
す

べ
て
前
者
中
に
確
認
さ
れ
る
。
な
お
冒
頭
の
小
伝
は
、
お
そ
ら
く
虞
集
撰

「
笑

隠

訴
公
行
道
記
」
お
よ
び
黄
漕
撰

「
訴
公
塔
銘
」

(い
ず
れ
も

『笑
隠
訴
禅
師
語
録
』
末
に
収
録
)
か
ら
の
節
略
で
あ
ろ
う
。
同
じ
く
晦

機

元
煕
の
法
嗣
で
あ
る
仲
方
天
倫

の
語
録
、
及
び
最
後
の
笑
隠
大
訴
の
法
嗣
覚
源
慧
曇

(
=
二
〇
四
～
七

一
)
の
語
録
も
、
や
は
り
い
ま

の
と
こ
ろ
知
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、

こ
の
南
蔵
本
の
語
録
は
晦
機
元
煕
同
様
未
知
の
も
の
で
あ
る
。
な
お
覚
源
慧
曇
の
語
録

の
後
半

に
は
、

明
初

の
儒
者
宋
演
が
撰
し
た

「天
界
覚
源
曇
公
大
禅
師
蔵
衣
塔
銘
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
撰
者

で
あ
る
宋
演
の

『宋
学
士
文



集
』

(明
正
徳
刊
、
四
部
叢
刊
本
)
巻
第
二
十
五
に
も
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、
両
者
間
に
字
句
の
相
違
が
か
な
り
見
ら
れ
る
。

以
上
、
南
蔵
本
の
巻
第
二
十

一
の
構
成
と
収
録
内
容
を
見
て
き
た
。
こ
こ
に
収
録
さ
れ
た
禅
僧

の
語
録
を
現
存
す
る
語
録
と
比
較
す
る

に
、
ほ
と
ん
ど

一
致
す
る
も
の
が
あ
る
反
面
、
従
来
で
は
全
く
そ
の
存
在
す
ら
知
ら
れ
て
い
な
い
語
録
、
す
な
わ
ち
晦
機
元
煕
、
仲
方
天

(
14
)

倫
、
覚
源
慧
曇
な
ど
の
語
録
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
斯
界
未
知
の
も
の
で
あ

っ
て
、
そ

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
す

こ

ぶ
る
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

と

こ
ろ
で
、
最
も
注
目
す
べ
き
点
は
、
巻
第
二
十

一
に
収
録
さ
れ
て
い
る
禅
僧
の
関
係
で
あ
る
。
す

で
に
明
ら
か
な

よ
う
に
、
こ
こ
に

収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
楊
岐
方
会
よ
り
覚
源
慧
曇
に
至
る
楊
岐
派

・
大
慧
派
の
直
系
の
禅
僧
た
ち
で
あ
る
。
い
ま
そ
の
法
系
を
示
せ
ば

次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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楊
岐
方
会

[
物
契

観

五
祖
法
演
-

圓
悟
佛
果

大
慧
宗
呆

佛
照
徳
光

北
硝
居
簡

仲
方
天
倫
-
[

覚
源
慧
曇
-

定
巌
浄
戒

(全
室
宗
渤
)

傍
線
を
付
し
た
者
が
巻
第
二
十

一
に
語
録
が
収
録
さ
れ
て
い
る
禅
僧
で
あ
る
。
な
お
、
楊
岐
方
会
の
語
録
は
南
蔵
本

の
巻
第
二
十
に
、
五

祖
法
演
は
同
じ
く
南
蔵
本
巻
第
二
十
二
～
二
十
四
に
あ
り
、
さ
ら
に
圓
悟
佛
果
、
大
慧
普
覚
の
両
者
の
語
録
は
独
立
し

て
南
蔵
中
に
入
蔵

さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
見
て
く
る
と
、
こ
の
巻
第
二
十

一
は
、
楊
岐
方
会
よ
り
覚
源
慧
曇
に
至
る
禅
僧

で
、

『古
尊
宿
語
録
』

を
含
め
た
南
蔵
中
に
、
す
で
に
そ
の
語
録
が
存
在
す
る
者
以
外
の
語
録
を
本
巻
に
収
録
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
他
所
に
語
録
が
存



明代南蔵本 「古尊宿語録』について62

在
す
る
禅
僧
も
い
ち
い
ち
そ
の
所
在
を
明
記
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
併
せ
れ
ば
、
基
本
的
に
は
楊
岐
方
会
よ
り
覚
源
慧
曇
に
至
る
者
を

一

括
す
る
こ
と
に
、
本
巻
の
目
的
が
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
巻
第
二
十

一
に
は
そ
の
よ
う
な
禅
僧
た
ち
の
語
録
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
す

で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

南
蔵
本
の
編
纂
者
は
定
巌
浄
戒
な
る
禅
僧

で
あ
る
。
浄
戒
に
つ
い
て
は
次
節
で
考
察
す
る
が
、
彼
は
覚
源
慧
曇
の
法

を
嗣
ぎ
、
そ
の
法
叔

(
15
)

全
室
宗
渤
と
と
も
に
南
蔵
の
編
纂

に
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
人
物
で
あ
る
。
し
て
み
る
と
浄
戒
は
、
自
ら
が
編
纂

に
携
わ

っ
た
南
蔵

の

『古
尊
宿
語
録
』
中
の

一
巻
に
、
楊
岐
方
会
よ
り
自
己
の
師
覚
源
慧
曇
に
至
る
禅
僧

の
語
録
を

一
括
収
録
し
て
い
た
わ
け

で
あ
る
。
浄
戒

が
と
く
に
選
ん
で
巻
第
二
十

一
に
白
雲
守
端
以
下
の
禅
僧
の
語
録
を
挿
入
し
た
の
は
、
巻
第
二
十
に
は
派
祖

で
あ
り
白
雲
守
端
の
師
に
当

た
る
楊
岐
方
会
の
語
録
が
、
ま
た
巻
第
二
十
二
～
二
十
四
に
は
白
雲
守
端
の
法
嗣
五
祖
法
演
の
語
録
が
収
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
し
て
見
て
く
る
と
、
浄
戒
は
自
ら
が
編
纂
し
た

『古
尊
宿
語
録
』
中
に
、
自
身
の
師
覚
源
慧
曇
に
至
る
ま
で
の
楊
岐
派

・
大

慧
派

の
禅
僧
の
語
録
を

一
括
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
禅
宗
界
に
お
け
る
自
派
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
せ
ん
と
し
た
も

の
で
は
な
か

っ
た
ろ

う
か
。
そ
の
意
味
で
こ
の
巻
第
二
十

一
は
、
至
極
意
図
的
な
編
纂
物
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
南
蔵
本
巻
第
二
十

一
は
、
同
書
の
編
纂
者
で
あ

っ
た
浄
戒
の
意
図
的
な
編
纂
方
針
に
よ

っ
て

一
巻
に
ま
と
め
ら
れ
て

南
蔵
本
中
に
加
増
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
が
、
い

っ
た
い
浄
戒
な
る
人
物
は
い
か
な
る
僧
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
ど
の
よ
う
な
経

緯
を
経
て
浄
戒
の

『古
尊
宿
語
録
』
が
南
蔵
中
に
入
蔵
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
次
節
で
考
え
て
み
た
い
。

三
、
浄
戒
と

『
古
尊
宿
語
録
』

の
入
蔵

南
蔵
本
の
巻
首
に
は
、

僧
録
司
右
閲
教
兼
鍾
山
霊
谷
禅
寺
住
持
浄
戒
重
校
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と
あ

っ
て
、
本
書
が
浄
戒
に
よ
っ
て
重
校
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
彼
は

『古
尊
宿
語
録
』
の
み
な
ら
ず
、
実
に
南
蔵
中

の

『禅
宗
頗

(
16
)

古
聯
珠
通
集
』

『六
祖
大
師
法
宝
壇
経
』

『明
覚
禅
師
語
録
』

『
圓
悟
佛
果
禅
師
語
録
』
な
ど
の
禅
籍
を
重
校
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
初
入
蔵
の
経
典
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
南
蔵
に
お
け
る
浄
戒

の
影
響
の
程
が
う
か
が
え
る
。

そ

の
よ
う
な
浄
戒

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
彼
の
動
向
を
知
る
手
立
て
と
な
る
伝
記
史
料
類
は
そ
れ
ほ
ど
伝
存

し
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
彼
の
動
向
を
う
か
が
い
知
る
地
方
志
や
寺
志
の
伝
記
が
存
す
る
の
で
、
こ
れ
に

呂
激
氏

の

「
洪
武
南
蔵
」

の
報
告
書
中
に
見
え
る
浄
戒
に
関
す
る
事
実
な
ど
を
加
え
、
明
初
に
お
け
る
彼
の
動
向
及
び

『
古
尊
宿
語
録
』

と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

さ

て
同
治

『
湖
州
府
志
』
巻
九
十

一
・
方
外
釈

・
明
の
項
に
は
、
成
化

『
湖
州
府
志
』
及
び
王
道
隆
撰

『菰
城
文
献
』
よ
り
引
用
し
た
、

　
　

浄
戒
、
姓
王
、
字
定
巌
、
号
幻
居
。
烏
程
南
薄
人
。
出
家
於
種
福
院
。
後
游
諸
方
、
参
礼
名
師
天
竺

・
虎
鞄

.
霊
谷
諸
寺
、
皆
有
遺

跡
。
官
至
左
覚
義

・
左
講
経
、
受
勅
為
慧
済
禅
師
、
無
疾
而
寂
。
…
弟
子
宗

・
舞
奉
其
不
儘
歯
牙
数
珠
、
葬
干
道
場
山
之
太
師
鳩
。

有
語
録
行
於
世
。

と
の
浄
戒
の
略
伝
を
載
せ
て
お
り
、
ま
た
初
期
の
浄
戒
に
つ
い
て
は
、
道
光

『霊
谷
禅
林
志
』
(光
緒
十
三
年
重
刊
本
)
巻
八

.
高
僧
二

.

明
浄
戒
の
項
に
、

浄
戒
、
字
定
巌
、
号
幻
居
。
呉
興
人
。
雪
齢
喜
儒
佛
兼
諦
。
年
十

一
、
即
求
出
家
、
至
金
陵
。
時
値
覚
源
曇
公
住
天
界
、
…

(浄
戒
)

言
下
大
悟
、
復
游
東
南
名
流
加
敬
。
…

と
あ

っ
て
、
や
や
詳
し
く
伝
え

て
い
(魏
。
こ
れ
ら
を
綜
合
す
れ
ば
、
浄
戒
は
湖
州
府
烏
程
県
南
薄
鎮

(漸
江
省
呉
興
県
東
)

に
生
ま
れ
、

俗
姓
を
王
氏
と
い
い
、
字
を
定
巌
、
幻
居
と
号
し
、
早
く
か
ら
儒

・
仏
に
通
じ
て
い
た
よ
う
で
、
十

一
歳
の
時
、
郷
里
の
種
福
院
に
て
出

家
し
金
陵

(南
京
)
に
至

っ
た
と
い
う
。
そ
の
時
天
界
寺

の
住
持
と
な

っ
て
い
た
の
が
覚
源
慧
曇
で
あ
り
、
彼

の
下
に
参
じ
て
言
下
に
大

悟
し
た
と
い
う
。
前
掲
の
宋
演
が
撰
し
た

「
天
界
覚
源
曇
公
大
禅
師
蔵
衣
塔
銘
」
に
よ
る
と
慧
曇
は
、
洪
武
元

(
=
二
六
八
)
年
春
、
天
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(
18
)

界
寺

に
善
世
院
が
設
け
ら
れ
る
や
、
洪
武
帝
の
命
に
よ
っ
て
釈
教
の
事
を
領
す
る
た
め
、
太
平
興
国
禅
寺
よ
り
移

っ
て
天
界
寺
の
住
持
と

な
り
、
そ
の
後
同
三

(
一
三
七
〇
)
年
六
月
に
は
勅
命
に
よ
っ
て
西
域
に
使

い
し
、
同
四

(
=
二
七

一
)
年
に
同
地

で
没
し
て
い
る
か
ら
、

浄
戒
が
慧
曇
の
下
に
参
じ
た
の
は
洪
武
元
年
か
ら
同
三
年
の
間
の
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
浄
戒
は

一
旦
南
京
を
離
れ
、
天
竺
寺
や
虎
砲
寺
、

霊
犠

な
ど
杭
州
の
名
刹
に
游
学
す
る
こ
と
に
な
る
が
・
そ
の
折
・
宋
婆

り

「贈
定
巌
上
人
入
東
塵

を
誉

れ

て
い
る
・

そ
の
後

の
浄
戒
は
、
洪
武
二
十
二

(
一
三
八
九
)
年
か
ら
同
二
十
五

(
=
二
九
二
)
年
に
か
け
て
中
天
竺
寺
で

『禅
宗
頒
古
聯
珠
通
集
』
を
重
刻

し
て
い
る

(重
刻
序
、
続
蔵
ニ
ー
二
十
ー

一
)
か
ら
、
お
も
に
中
天
竺
寺

で
活
動
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

さ

て
そ
の
浄
戒
が
朝
廷
の
命
に
よ
っ
て
、
居
頂
ら
と
と
も
に
僧
録
司
の
官
と
な
り
、
左
覚
義

(従
八
品
)
に
除
せ
ら
れ
て
南
京
の
難
籠

(
21
)

山
難
鳴
寺
住
持
と
な
る
の
は
、
洪
武
二
十
七

(
=
二
九
四
)
年
正
月

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
左
講
経

(正
八
品
)

へ
と
進
ん
で
い
る
。

永
楽
年
間
以
降
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
道
光

『
霊
谷
禅
林
志
』

の
続
文
に
、

永
楽
初
、
勅
住
霊
谷
、
升
右
閲
教
。
戊
戌
六
月
二
旦
亭
午
、
起
座
索
紙
筆
、
書
偶
而
逝
。
…

と
あ
り
、
永
楽
の
初
め
に
勅
命
に
よ

っ
て
右
關
教

(従
六
品
)
に
除
せ
ら
れ
、
鍾
山
霊
谷
寺
住
持
に
就
任
し
て
い
る
。
そ
し
て
戊
戌
す
な

わ
ち
同
十
六

(
一
四

一
八
)
年
六
月
二
日
に
没
し
、
前
掲

の
同
治

『湖
州
府
志
』
に
見
え
る
よ
う
に
、
郷
里
烏
程
県

の
南
西
に
あ
る
道
場

山
太
師
鳩
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
。

『霊
谷
禅
林
志
』
巻
九
に
は
、
浄
戒
に
対
す
る
永
楽
帝
及
び
皇
太
子
高
熾
の
祭
文
と
、
浄
戒
に

「慧
済

禅
師
」

の
号
を
追
認
す
る
宣
宗
宣
徳
帝
の
勅
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
皇
族
と
の
関
係
の
程
が
う
か
が
わ
れ
る
。
な
お
先

の
同
治

『
湖
州

府
志
』
に
よ
れ
ば
、
浄
戒
に
は
語
録
が
あ

っ
て
世
に
行
な
わ
れ
た
と
い
う
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
そ
の
所
在
は
わ
か
ら
な

い
。

以
上
浄
戒
の
略
歴
を

一
瞥
し
て
き
た
が
、
次

に
彼
が

『古
尊
宿
語
録
』
を
重
校
し
、
そ
れ
が
南
蔵
に
入
蔵
さ
れ
る
経
緯
に

つ
い
て
み
て

い
こ
う
。

明
初
に
お
け
る
南
蔵
の
開
板

の
経
緯
や
印
造
状
況
な
ど
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
問
題
が
山
積

し
て
い
る
。
張
新

鷹
氏

に
よ
れ
ば
、
南
蔵
は
洪
武
五

(
一
三
七
二
)
年
ご
ろ
か
ら
そ
の
編
纂
が
開
始
さ
れ
、
永
楽
元

(
一
四
〇
三
)
年

に
完
成
さ
れ
た
が
、
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そ
の
板
木
が
蔵
さ
れ
た
天
禧
寺

(
の
ち
の
報
恩
寺
)
が
同
六

(
一
四
〇
八
)
年
に
災
禍
に
遭
い
、
そ
の
際
板
木
も
こ
と
ご
と
く
灰
儘
に
帰

し
、
同
十

(
一
四

一
二
)
年
か
ら
再
刻
作
業
が
開
始
さ
れ
、
同
十
七

(
一
四

一
九
)
年
に
は
完
了
し
、
こ
れ
が
現
存
知

ら
れ
て
い
る
南
蔵

(
22
)

で
あ

る
と
い
う
。
張
氏
は
、
前
者
の
南
蔵
を

「洪
武
南
蔵
」、
後
者
を

「永
楽
南
蔵
」
と
仮
称
さ
れ
、
現
在
南
蔵
と
い
え
ば
ほ
と
ん
ど
の

場
合
後
者
を
指
す
と
い
う
。
明
初
の
南
蔵
に

「
洪
武
南
蔵
」
と

「永
楽
南
蔵
」
の
二
種
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
張
氏
が
断
片
的
史
料
か
ら

得
た
推
論
で
は
な
く
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
南
蔵
と
異
な
る
編
成
を
も

つ
南
蔵
が
、
民
国
二
十
七

(
一
九
三
八
)
年
に
四
川
省
崇
慶
県
光

(
24
)

(
23
)

厳
禅
院
で
発
見
さ
れ
た
が
、
張
氏
は
そ
の
調
査
報
告
で
あ
る
呂
激
氏
の

「南
蔵
初
刻
考
」
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
洪
武
時

代
に
編
纂
さ
れ
た
南
蔵
は
、
永
楽
初
期

の
災
禍
に
よ

っ
て
烏
有
に
帰
し
、
そ
の
後
再
び
新
た
な
る
編
成
の
も
と
に
南
蔵

が
開
板
さ
れ
た
と

(
25
)

い
う

の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
本
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る
立
正
大
学
図
書
館
や
快
友
寺

の
南
蔵
は

「永
楽
南
蔵
」
な
の
で
あ
る
。

「
洪
武
南
蔵
」
の
調
査
報
告
書

で
あ
る
呂
激
氏

の

「南
蔵
初
刻
華

を
、

こ
の
ほ
ど
よ
う
や
く
入
手
し
え
た
が
、

そ
れ

に
よ
れ
ば
、

「
洪
武
南
蔵
」
は
六
百
七
十
八
函

(天
函
～
魚
函
)
か
ら
な
り
、
そ
の
う
ち
天
函
か
ら
煩
函
に
至
る
五
百
九
十

一
函
は
、

元
の
磧
砂
版

の

翻
刻

で
あ

っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
最
も
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
刑
函
か
ら
魚
函
に
至
る
八
十
七
函
の
経
典

で
あ
る
。

こ
れ
は
、
磧
砂
版
の

翻
刻

で
あ

っ
た
五
百
九
十

一
函
と
は
違
い
、

「洪
武
南
蔵
」
に
新
た
に
追
加
入
蔵
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
刑
函
か
ら
魚
函
に
至

る
八
十
七
函
の
経
典
は
、
「洪
武
南
蔵
」
の
い
わ
ば

「続
蔵
」
に
相
当
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

「洪
武
南
蔵
」
は
、
磧
砂
版
を
翻
刻
し
た

「正
蔵
」
部
分
と
、
そ
の
後
に
追
雛
さ
れ
た

「続
蔵
」
か
ら
な

っ
て
い
た
こ
と

が
、
呂
激
氏
の
報
告
書
か
ら
明
ら
か
と
な

っ
た
。
呂
激
氏
の
報
告
書
を
基
に
し
た

「洪
武
南
蔵
」

の
編
成
状
況
や

「永
楽
南
蔵
」
と
の
関

係
な
ど
の
考
察
は
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
に
し
た
い
が
、
こ
の

「洪
武
南
蔵
」
の

「続
蔵
」
が
、
本
稿

で
取
り
上
げ

て
い
る
南
蔵
本
の
入

蔵
経
緯
を
考
え
る
上
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
「続
蔵
」
中
に
、
『古
尊
宿
語
録
』
が
す
で
に
入
蔵
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

(
27
)

呂
激
氏
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
「続
蔵
」
中
の

『古
尊
宿
語
録
』
は
、
誉

・
丹

・
青

・
九
の
四
函
号
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、

同
報
告
書
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に
は
そ
の

「
巻
第

一
之
二
」
の
巻
首

一
折
の
書
影
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、

古
尊
宿
語
録
巻
第

一
之
二

誉
二

僧
録
司
左
講
経
兼
難
鳴
禅
寺
住
持
臣
僧
浄
戒
奉
勅
重
校

南
嶽
大
慧
禅
師

大
堕
下

一
世

馬
祖
大
寂
禅
師

大
墾
下
二
世
嗣
南
嶽

百
丈
大
智
禅
師

大
竪
下
三
世
嗣
馬
祖

と
あ
る
。
こ
こ
で
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
が
浄
戒
の
職
名
で
あ
る
。
本
節
の
冒
頭

に
述

べ
た
よ
う
に
、
立
正
大
学
図
書
館
及
び
快
友
寺
所
蔵

の
南
蔵
本
の
巻
首
に
は

「僧
録
司
右
閲
教
兼
鍾
山
霊
谷
禅
寺
住
持
浄
戒
重
校
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が

「洪
武
南
蔵
」
の

『古
尊
宿

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

語
録
』
に
は

「
僧
録
司
左
講
経
兼
難
鳴
禅
寺
住
持
臣
僧
浄
戒
奉
勅
重
校
」
と
見
え
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
こ
の
こ
と
か
ら
、
浄
戒
は
難
鳴

寺
住
持
時
代
に

『古
尊
宿
語
録
』
を
重
校
し
た
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は

「勅
命
」
を
受
け
て
の
こ
と

で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
浄

戒

の
略
歴
を
先
に

一
瞥
し
た
が
、
彼
は

「左
覚
義
兼
難
鳴
禅
寺
住
持
」
と
な
る
の
は
洪
武
二
十
七
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
左
覚
義
か

ら
左
講
経

へ
と
昇
進
し
て
い
る
が
、
そ
の
年
次
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
。
そ
の
後
靖
難

の
役
を
経
て
即
位
し
た
永
楽
帝
の
命
に
よ
り

「僧

録
司
右
閲
教
兼
鍾
山
霊
谷
禅
寺
住
持
」
と
な
る
が
、
前
掲
の

『
霊
谷
禅
林
志
』
な
ど
で
は
そ
の
時
期
を

「永
楽
初
」
と
す
る
だ
け
で
、
こ

れ
も
そ
の
年
次
を
限
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
も
か
く
浄
戒
が

「勅
命
」
を
奉
じ
て

『古
尊
宿
語
録
』
を
重
校
し
た
の
は
、

「左
講

経
兼
難
鳴
禅
寺
住
持
」
就
任
以
降
、
永
楽
帝
の
命
を
受
け
て

「
右
閲
教
兼
霊
谷
禅
寺
住
持
」
と
な
る
以
前
、
す
な
わ
ち
洪
武
末
か
ら
永
楽

初

の
間
で
あ
る
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。

と

こ
ろ
で

「洪
武
南
蔵
」
の

「続
蔵
」
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯

で
編
纂
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
居
頂
の

『続
伝
燈

録
』

(続
蔵
二
乙
i
十
五
1
二
)
の
序
の
冒
頭

に
、

洪
武
辛
巳
冬
、
朝
廷
刊
大
蔵
経
律
論
将
畢
、
勅
僧
録
司
、
凡
宗
乗
諸
書
、
其
切
要
者
、
各
依
宗
系
編
入
。
…
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と
あ
る
。
洪
武
年
間
中
に

「辛
巳
」
の
干
支
は
な
い
か
ら
、
こ
こ
に
見
え
る

「洪
武
辛
巳
」
と
は
、
柳
田
聖
山
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
建
文
三

(
西

9

)
年
に
当
た
る
と
考

え
て
よ
い
で
あ
季

つ
ま
り
・
建
文
三
年

の
冬
・
洪
武
初
期
か
ら
開
板
作
業
が
進
め
ら

れ
て
い
た
大
蔵
経

(洪
武
南
蔵
)
が
い
ま
将
に
完
了
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
、
朝
廷
は
僧
録
司
に
命
じ
て
、
各
宗
派
の
重
要
典
籍
で

未
だ
入
蔵
さ
れ
て
い
な
い
経
典
を

「洪
武
南
蔵
」

に

「編
入
」
せ
し
め
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
新
た
に

「
編
入
」
さ
れ
る
経

典
が
、
「
洪
武
南
蔵
」
の

「続
蔵
」
に
は
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
勅
命
を
受
け
て
各
宗
派

で
は
、
「編
入
」
す

べ
き
経
典

の
選
定

・
編
纂
に

着
手
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
禅
宗
系

で
は
お
そ
ら
く
浄
戒
が
中
心
と
な
り
、
『古
尊
宿
語
録
』
を
初
め
と
し
て
、
呂

激
氏

の
報
告
書

に
よ
れ
ば

『六
祖
大
師
法
宝
壇
経
』
『万
善
同
帰
集
』
『明
覚
禅
師
語
録
』
『圓
悟
禅
師
語
録
』
『宗
門
統
要
続
集
』
『大
慧
普
覚
禅
師
語
録
』

『禅
宗
頒
古
聯
珠
通
集
』
『嘉
泰
普
燈
録
』
な
ど
の
禅
籍
が

「続
蔵
」
に

「
編
入
」
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
浄
戒

の

重
校
本

で
あ
る
こ
と
は
、
す

で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

以
上

の
ご
と
く
、
靖
難
の
役
が
大
詰
あ
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
建
文
三
年
の
冬
に
、
朝
廷
の
命
に
よ

っ
て
禅
宗
を
初

め
と
す
る
各
宗

派
が
、
「
洪
武
南
蔵
」

の

「続
蔵
」

に

「編
入
」
す

べ
き
重
要
典
籍

の
選
定

・
編
纂
に
着
手
し
た

の
で
あ
る
が
、
と
す

れ
ば
、
浄
戒
が

『古
尊
宿
語
録
』

の
重
校
に
着
手
し
た
の
は
、
「
続
蔵
」
編
纂
の
勅
命
が
発
せ
ら
れ
た
建
文
三
年
冬
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
靖

難
の
役

に
勝
利
を
得
た
永
楽
帝
の
命
に
よ

っ
て
、
浄
戒
は
右
閲
教
に
陞
り
、
鍾
山
霊
谷
禅
寺
の
住
持

に
任
命
さ
れ
る
が
、
呂
激
氏
の
報
告

書
に
よ
れ
ば
、
「続
蔵
」
中
の

『圓
悟
禅
師
語
録
』
の
巻
首
に
は

「
僧
録
司
右
閲
教
兼
鍾
山
霊
谷
禅
寺
住
持
臣
浄
戒
奉
勅
重
校
」
と
あ
る

と
い
う
か
ら
、
浄
戒
は
霊
谷
寺
住
持
就
任
以
後
も
継
続
し
て

「続
蔵
」
に

「編
入
」
す
べ
き
経
典
を
重
校
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上

の
よ
う
に
、
建
文
朝
の

「続
蔵
」
追
離
の
命
を
機
に
、
浄
戒
は
禅
宗
系
を
代
表
し
て
多
く
の
経
典
を
重
校
し
た
。
お
そ
ら
く
こ
の

こ
と
が
起
因
と
な

っ
て

「洪
武
南
蔵
」
の
重
要
な
編
纂
ス
タ
ッ
フ
の
ひ
と
り
と
し
て
活
躍
し
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
れ
ば

こ
そ
永
楽
帝
は
浄

戒
を

「右
閲
教
兼
鍾
山
霊
谷
禅
寺
住
持
」
に
任
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て

「続
蔵
」
を
併
せ
た

「洪
武
南
蔵
」
が
い
つ
ご
ろ
完
成
し
た
か
が
問
題
と
な
る
が
、
前
節
で
触
れ
た
南
蔵
本
巻
第

二
十

一
の
浄
戒
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の
識
語
に
は
、

新
蔵
経
板
、
初
賜
天
禧

(寺
)
。
凡
禅
宗
古
尊
宿
語

・
頒
古

・
雪
蜜

・
明
教

・
圓
悟

・
大
慧
等
語
、
多
有
損
失
。

永
楽

二
年
、
敬
損

衣
資
、
命
工
刊
補
。
今
奉
欽
依
取
僧
、
就
霊
谷
寺
校
正
。
以
永
楽
十

一
年
春
二
月
為
始
、
至
冬
十

一
月
、
乃
畢
。
供
需
之
費
、
皆
本

寺
備
給
。
計
校
出
差
説
字
様
十
五
万
余
。
刊
修
改
補
、
今
巳
幸
完
。
…
永
楽
十
二
年
…
浄
戒
謹
識
。

と
あ
る
。
こ
の
識
語
は
立
正
大
学
図
書
館
や
快
友
寺
に
蔵
さ
れ
て
い
る
南
蔵
本
、
す
な
わ
ち

「
永
楽
南
蔵
」

の
も
の
で
あ
る
が
、
お
そ
ら

く

「洪
武
南
蔵
」
の

『古
尊
宿
語
録
』
に
も
附
加
さ
れ
て
い
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
浄
戒
の
関
与
し
た
禅
宗
系
の

経
典
の
み
で
は
あ
る
が
、
『古
尊
宿
語
録
』
を
初
め
と
す
る
多
く
の
禅
籍
は

「続
蔵
」
に

「編
入
」
さ
れ
る
べ
く
、
永
楽
二

(
一
四
〇
四
)

年
よ
り
浄
戒
の
住
す
る
霊
谷
寺
で
校
正
さ
れ
、
同
十

一

(
一
四

一
三
)
年
二
月
か
ら
十
か
月
を
費
や
し
て
開
板
さ
れ
、
そ
の
際
の
経
費
は

一
切
霊
谷
寺
が
負
担
し
た
と
い
う
。
こ
の
識
語
は
永
楽
十
二

(
一
四

一
四
)
年
に
執
筆
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
そ
の
前
後
に

「続

蔵
」
部
の
開
板
は
完
了
し
、

「洪
武
南
蔵
」
の
編
纂
事
業
は
終
了
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
呂
激
氏
が
報
告
し
た
四
川
省
崇
慶
県
光
厳

禅
院

の

「洪
武
南
蔵
」
は
、
永
楽
十
四

(
一
四

一
六
)
年
、
永
楽
帝
の
弟
蜀
献
王
朱
椿
に
よ

っ
て
同
寺
に
喜
捨
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
浄
戒
の
識
語
に

「校
出
差
説
字
様
」
、
す
な
わ
ち
校
正
に
よ

っ
て
削
除
さ
れ
た
字
句

が
実
に

「
十
五
万

余
」

に
達
し
た
と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
南
蔵
本
が
嘉
興
蔵
本
に
比
し
て
極
め
て
少
な
い
法
語
し
か
収
録
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
両
影

印
本
の
解
説
で
も
述
べ
た
。
お
そ
ら
く
大
蔵
経
と
い
う
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
多
く
の
経
典
を
収
録
せ
ね
ば
な
ら
な

い
必
要
か
ら
、
こ
の

よ
う
に
多
数
の
字
句
が
割
愛
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
浄
戒
が
重
校
し
た

『古
尊
宿
語
録
』
も
こ
の
時
大
い
に
削
減
さ
れ
た
の
か
も

し
れ
ず
、
あ
る
い
は
そ
の
原
本
は
い
ま
の
内
容
と
は
だ
い
ぶ
異
な

っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
の
経
緯
に
よ

っ
て

「
洪
武
南
蔵
」
の

「続
蔵
」
に
入
蔵
さ
れ
た
浄
戒
重
校
本

『古
尊
宿
語
録
』
は
、
そ
の
後
新
た
な
る
編
成

の
下

に
登
場
す
る
い
わ
ゆ
る

「永
楽
南
蔵
」
に
継
承
さ
れ
、
そ
の
姿
を
南
蔵
本
と
し
て
こ
ん
に
ち
に
遺
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

し
か
し

「洪
武
南
蔵
」
が
、
い
つ
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら

「永
楽
南
蔵
」

へ
と
再
編
成
せ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
か

は
、

い
ま

の
と

こ
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本
稿

で
は
、
今
回
ほ
ぼ
そ
の
全
容
が
明
ら
か
と
な

っ
た
立
正
大
学
図
書
館
及
び
山
口
県
快
友
寺
所
蔵
の
南
蔵
本

『古
尊
宿
語
録
』
に
つ

い
て
、
嘉
興
蔵
本
と
の
比
較
を
と
お
し
な
が
ら
、
そ
の
構
成
と
内
容
、
さ
ら
に
そ
の
も

つ
性
格
や
編
纂
者
浄
戒
と
の
関
係
、
南
蔵
へ
の
入

蔵
な
ど
の
諸
点
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
お
お
よ
そ
以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。

靖
難

の
役
が
大
詰
め
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
建
文
三
年
冬
、
「洪
武
南
蔵
」
の

「続
蔵
」
追
離

の
命
が
下
さ
れ
る
や
、
浄
戒
は

「続

蔵
」

へ

「編
入
」
す
べ
き

『古
尊
宿
語
録
』
を
初
め
と
す
る
多
く
の
禅
籍
の
選
定

・
編
纂
に
着
手
し
た
。
浄
戒
が

『
古
尊
宿
語
録
』
を
重

校
す

る
の
は
、
彼
が

「永
楽
初
」
に
霊
谷
寺
住
持
に
就
任
す
る
以
前
で
あ

っ
た
。
そ
の
浄
戒
重
校
本

『古
尊
宿
語
録
』

は
や
が
て

「洪
武

南
蔵
」

の

「続
蔵
」
に
入
蔵
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の

『
古
尊
宿
語
録
』
は
、
い
か
な
る
理
由
に
よ
っ
て
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
そ
の
後

新
た
な

る
編
成
の
も
と
に
登
場
す
る

「永
楽
南
蔵
」

へ
と
継
承
さ
れ
る
。
そ
の
板
木
に
よ
っ
て
後
世
印
造
さ
れ
た
の
が
、
我
が
国
に
あ

っ

て
は
立
正
大
学
図
書
館
や
快
友
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

『
古
尊
宿
語
録
』
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

「洪
武
南
蔵
」、
そ
し
て

「永
楽
南
蔵
」

へ
と
継
承
さ
れ
た
浄
戒
重
校
本

『古
尊
宿
語
録
』
は
、
至
極
意
図
的
な
性
格
を

持

っ
た
編
纂
物
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
そ
の
巻
第
二
十

一
が
端
的
に
そ
れ
を
物
語

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
巻
第
二
十

一
に
は
、
白
雲
守

端
よ
り
編
纂
者
浄
戒
の
師
覚
源
慧
曇
に
至
る
楊
岐
派

・
大
慧
派

の
禅
僧
の
語
録
が

一
括
収
録
さ
れ
て
い
た
。

つ
ま
り
浄
戒
は
、
自
ら
が
編

纂
し
た

『古
尊
宿
語
録
』
中
の

一
巻
に
自
身

の
属
す
る
派

の
禅
師
の
語
録
を
収
録
す
る
こ
と
で
、
禅
宗
界
に
お
け
る
自
派

の
位
置
付
け
を

明
確

に
す
る
こ
と
を
狙

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
中
に
は
、
従
来
で
も
ま

っ
た
く
知
ら
れ
て
い
な
い
、
す
な
わ
ち

斯
界
未
知
の
禅
僧
の
語
録
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
南
宋
か
ら
元
、
明
初
に
至
る
聞
の
同
派
の
歴
史
を
知
る
上

で
貴
重
な
史
料
と
な
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ろ
う
。

そ

の
よ
う
な
性
格
を
も

つ
南
蔵
本
を
嘉
興
蔵
本
と
比
較
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に
大
き
な
相
違
が
見
ら
れ
る
。
確
か

に
構
成
上
嘉
興
蔵
本

は
、
基
本
的
に
南
蔵
本
を
継
承
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
語
録
の
内
容
に
は
大
き
な
開
き
が
あ

っ
た
。
南
蔵
本
は
、
は
じ

め

「
洪
武
南
蔵
」

の

「続
蔵
」
と
し
て
重
校
さ
れ
た
が
、
他
に
多
く
の
禅
籍
も
入
蔵
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
ス
ペ
ー
ス
上

の
制
約
か

ら
、
浄
戒
は
原
典
よ
り
そ
の
主
要
部
分
を
抜
き
出
し
て
ま
と
あ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
嘉
興
蔵
本
編
纂
者
は
、
お

そ
ら
く
そ
の
巻
第
二
十

一
の
存
在
も
手
伝

っ
て
、
そ
の
よ
う
な
浄
戒
本

『古
尊
宿
語
録
』
を
私
意
的
な
、

一
宗
派

に
偏

っ
た
編
纂
物
と
し

て
捉
　麹
、
そ
の
巻
第
二
十

一
所
収
の
禅
師
の
語
録
を
こ
と
ご
と
く
削
除
す
る

一
方

で
、
各
禅
師
の
語
録
を
本
来
の
姿

(宋

・
元
版
)
に
復

元
す

べ
く
、
大
幅
な
加
増
を
試
み
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
嘉
興
蔵
本
が
南
蔵
本
に
比
し
て
多
く
の
序
や
行
状
、
祭
文

な
ど
が
付
加
さ
れ
て

い
る

の
は
、
よ
く
そ
の
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
南
蔵
本
が
嘉
興
蔵
本
に
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か

り
、
嘉
興
蔵
本
は
南
蔵
本
の
構
成
を
ベ
ー
ス
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
内
容
は
入
蔵
時
に
再
度
編
集

の
手
が
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
の

で
あ
る
。
こ
う
し
た
複
雑
な
経
緯
が
生
じ
た
の
は
、
南
蔵
本
が
ま
っ
た
く
浄
戒
の
意
図
に
よ

っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
か
ら
に
ほ

か
な
ら
な
い
。

南
蔵
本
に
よ

っ
て
以
上
の
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
南
蔵
本
は
、
宋
版
か
ら
明
版

へ
の

『古
尊
宿

語
録
』

の
変
遷
過
程

を
研
究
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
存
在
と
い
え
る
が
、
今
後
、
宋
元
版
、
南
蔵
本
、
嘉
興
蔵
本
の
三
者
間
で
の
各
禅
師

の
語
録

の
比
較
検

討
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
以
上
の
考
察
を
と
お
し
て
感
ず
る
の
は
、
浄
戒
と
南
蔵
、
さ
ら
に
は
浄
戒
と
彼
が

重
校
し
た
南
蔵
初
入
蔵
禅
籍
と
の
関
係

の
深
さ
で
あ
る
。
な
に
故
浄
戒
は
、
当
時
の
禅
宗
界
を
代
表
し
て
南
蔵

の
編
纂

に
参
加
し
、
諸
禅

籍
を
重
校
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
南
蔵

の
成
立
過
程
を
考
え
る
上
で
も
こ
の
こ
と
は
重
要
な
点
と

い
え
よ
う
。
ま
た
浄
戒
が
重
校
し
た

『
明
覚
禅
師
語
録
』
や

『圓
悟
佛
果
禅
師
語
録
』

『禅
宗
頒
古
聯
珠
通
集
』
な
ど
が
立
正
大
学
図
書
館
及
び
快
友
寺
に
少
な
か
ら
ず
存
し
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て
い
る
。
こ
れ
ら
も
宋
元
版
や
嘉
興
蔵
本
と
の
比
較
検
討
を
行
な
え
ば
、

い
。
以
上

の
諸
点
に
つ
い
て
は
別
稿

に
期
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

あ
る
い
は
思
い
が
け
な
い
事
実
が
明
ら
か
に
な
る
か
も
し
れ
な
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註(1
)

こ
の
校
勘
記

は
柳
田
聖
山
氏
主
編

『
無
着
校

写
古

尊
宿

語
要
』

(禅
学
叢
書
之

一
、
中
文
出
版
社
、

一
九
八
四
)

に
収

録

さ
れ

て

い

る
。

(2
)

「
古
尊
宿
語
録

に

つ
い
て
」
(
『
第
二
禅
宗
史
研
究
』
、
岩
波
童
居

、

一
九

四

一
)
。
宇
井
氏
は

『
古
尊
宿
語
録
』
が

「
北

蔵
」

に
入
蔵

さ

れ
た
と
誤
た
れ

て
い
る
。

『
古
尊
宿
語
録
』
は
北
蔵

に
は
入
蔵

さ
れ

て
い
な

い
。
前
掲
註

(1
)

の
道
忠
も
、
そ

の

『
校
説
』

で
明
版

の

『
古
尊
宿
語
録
』

の
典
拠
を

「
北
蔵
」
と
誤
解
し

て
い
る
。

(3
)

「
古
尊
宿
語
録
考
」

(『
花
園
大
学
研
究
紀
要
』

二
、

一
九
七

一
)。

(4
)

「
『
古
尊
宿
語
録
』
正
続
諸
本

の
系
統
」
(
『曹

洞
宗
研
究
員

研
究

生
紀
要
』
十
三
、

一
九
八

一
)

一
五
六
～
七
頁
。

(5
)

快
友
寺
所
蔵

の
南
蔵

の
現
在

ま

で
に
至
る
調
査
状
況

や
、
印
造

時
期
、
当
初

の
購
入
者
、

さ
ら

に
そ
れ
が
快

友
寺

に
納
入

さ
れ
た
時

期
な
ど

に

つ
い
て
は
、
拙

稿

「山

口
県
快
友
寺
所
蔵

の
明
代
南
蔵

に

つ
い
て
1
江
戸
時
代
に
輸

入
さ
れ
た
大
蔵
経
1
」

(
『第

二
届
中
国
域

外
漢
籍
国
際
学
術
会
議
論
文

集
』
、

一
九
八
九

)
を
参
照

さ
れ

た
い
。

(
6
)

立
正
大
学
図
書
館
所
蔵

の
南
蔵

の
所
蔵

目
録

に
は
、
立
正
大
学

図
書
館
編

『
立
正
大

学
図
書
館

所
蔵

明
代

南
蔵

目
録

』
(
同
大

図
書

館
、

一
九
八
九
)

が
あ

る
。
な
お
解
説
は
野
沢
が
担
当
し
た
。

(
7
)

同
寺
南
蔵
中

の
禅
籍

の
調
査
は
、

一
九
八
八
年
三
月

と
七
月

の

二
回

に
亙

っ
て
行
な

っ
た
。

(
8
)

立
正
大
学
図
書
館
所
蔵

の

『
古
尊
宿
語
録
』

は
、
前
掲
註

(6
)

の
目
録

の
別
冊
と
し

て
、
同
大
図
書
館
よ
り

『立

正
大
学
図
書
館
所

蔵
明
代
南
蔵
本
古
尊
宿
語
録
』

(同
大
図
書
館

編
)

と
題

し
、

一
九

八
九
年

二
月

に
刊
行
さ
れ
た
。
ま
た
快
友
寺

所
蔵

の

『古
尊
宿
語
録
』

は
、
『
山

口
県
快
友
寺
所
蔵
明
代
南
蔵
本
古
尊
宿

語
録
』

(野
沢
佳
美

編
)
と
題
し

て
、
同
年
六
月

に
宗
教
典
籍
研
究
会
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。

な
お
両
影
印
本
と
も
、
解
説
は
野
沢
が
執
筆

し
た
。

(
9
)

拙
稿

「
明
代
南
蔵
考
-
立
正
大
学

図
書
館

及
び
山

口
県
快
友
寺

所
蔵
本
を
通
し

て
ー
」

(『
立
正
史
学
』

六
十
、

一
九

八
六
)
、

及
び

前
掲
註

(6
)
同
目
録

の
解
説

で
、
南
蔵

の
書
誌
的
事
項

に

つ
い
て

触
れ

た
。

(
10
)

柳
田
聖
山
氏
主
編

『
六
祖
壇

経
諸
本
集
成
』

(禅
学
叢
書
之
七
、

中
文
出
版
社
、

一
九
七
六
)

に
快
友
寺
所
蔵

の
同
経
典

が
影
印

さ
れ

て
い
る
。

(
11
)

前
掲
註

(3
)
同
氏
論
文
十
～
十
六
頁
。

(
12
)

「
鼓
山

・
恰
山
蔵
逸
佛
書
録

」

(
「
東
方

学
報

』

東
京

第
六

冊
、
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一
九
三
六
)
。

(13
)

前
掲
註

(
3
)
同
氏
論
文
七
～
八
頁
。

(14
)

た
だ
し
彼

ら
の
法
語

の

一
部

は
、
明
初

の
文
瑳
編

『
増
集
続
伝

燈
録
』

(続
蔵

二
乙
-
十

五
-

四
～
五
)

に
も
引

用
さ

れ

て
い
る
。

『
増
集
続
伝

燈
録
』
に
は
永
楽
十

五
年

の
文
誘

の
序
が
あ

る
。
南
蔵
本

『
古
尊
宿
語
録
』
は
後
述

の
よ
う
に
永
楽
十

二

二

二
年

に
は
上
梓

さ

れ

て
い
た
よ
う

で
あ
る
か
ら
、

お
そ
ら
く
文
誘

は
、
彼
ら

の
語
録
を

編
集
す
る

に
当
た

っ
て
南
蔵
本

を
そ
の
拠
所

に
し

て
い
た
も

の
推
測

さ
れ

る
。

(
15
)

前
掲
註

(
3
)
柳

田
氏
論
文

及
び
椎
名
宏
雄
氏

「
明
代
大
蔵
経

と
宋
元
版
禅
籍
」

(
『宗
学

研
究
』

二
十
七
、

一
九
八
五
)
参
照
。

(
16
)

著
者
が
快
友
寺

を
調
査

し
た
折
、

こ
れ
ら

の
経
典

の
巻
首

に
南

蔵
本
と
同
様

に

「
僧
録

司
右
閲
教
兼
鍾
山
霊
谷
禅
寺
住
持
浄
戒
重
校
」

の

一
文
が
あ
る

の
を
確
認
し

て
い
る
。

ま
た
智
旭

撰

『
閲
蔵

知
津

』

巻

四
十
二

に
も
、

こ
れ
ら

の
経

典
が
浄
戒

の
重
校
本

で
あ

る
こ
と
を

明
記
し

て
い
る
。

(
17
)

こ
の
他
浄
戒

に
関
す
る
略

伝
に
は

羅

燈
存
稿
』

(続
蔵
二
乙
-

十
八
-

一
)
、

『
五
燈
厳
燈
』

(続
蔵

二
乙
-

三
-

一
～

五
)
、

『
金

陵
梵
刹
志
』
巻
三

・
鍾
山
霊
谷
寺

・
人
物

な
ど
が
あ
る
が
、

い
ず
れ

も
簡
略

で
あ
る
。

(
18
)

明
初

の
仏
教

に

つ
い
て
は
、
野
上
俊
静
氏

「明
初

の
僧
道
衙
門
」

(『
大
谷
学
報
』
二
十
七
ー

一
、

一
九

四
八
)
、
龍

池
清

氏

「
明
初

の

寺
院
」

(『
支
那
仏
教
史
学
』
二
ー
四
、

一
九

三
八

)
、

志

賀
高
義

氏

「
明
初

の
法
会
と
仏
教
政
策
」

(
『
大

谷
大
学

研
究

年
報

』

二
十

一
、

一
九
六
九
)
、
間
野
潜
龍
氏

「
明
代

の
仏
教
と
明
朝
」

(
『
明

代
文
化

史
研
究
』
、
同
朋
舎
、

一
九
七
九
、
所
収
)
、
な
ど
参
照
。

(
19
)

前
掲

の
同
治

『
湖
州
府
志
」

で
は

「
霊
谷
寺
」
と
な

っ
て
い
る

が
、

そ
の
上

に
天
竺
寺
、
虎
鞄
寺
と
あ
り
、
両
寺
は

い
ず
れ
も
杭
州

　

　

の
名
刹

で
あ

る
こ
と
か
ら
、
霊
谷
寺
は
杭
州

の
霊
隠
寺

の
誤
り

で
あ

る
と
思
わ
れ

る
。

(
20
)

『宋
学
士
文
集
』

(
四
部
叢
刊
本
)
巻
八
所
収
。

(
21
)

『金
陵
梵
刹
志
』
巻

二
、
欽
録
集
、
洪
武
二
十
七
年
甲
戌

の
条
。

(
22
)

「関
干
仏
教
大
蔵
経
的

一
些
資
料
」

(『
世
界
宗

教
資

料
』

一
九

八

一
-

四
)
。

(
23
)

張
氏

に
よ
れ
ば
、

こ
の
南
蔵
は
現
在
四
川

省
図

書
館

に
収

蔵

さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と

で
あ

る

(前
掲
註

(22
)
同
論
文
)
。

(
24
)

「洪
武
南
蔵
」
「
永
楽
南
蔵
」
な

る
名
称
は
ま

っ
た
く

の
張
氏

の

創
造

で
は
な
く
、
呂
氏

の

「
南
蔵
初
刻
考
」
か

ら

の
引

用

で
あ

る
。

た
だ
呂
氏

は
、
張
氏

が
い
う

「
洪
武
南
蔵
」
を

「
初
刻
南
蔵
」
と
呼

ん
で
い
る
。
本
稿

で
は

一
応
張
氏

に
よ

る

「
洪
武
南

蔵
」

「
永
楽

南

蔵
」

の
名
称
を
使
用
す

る
こ
と

に
し
た

い
。

(
25
)

こ
の
点

に

つ
い
て
は
疑
問
が
あ

る
。
筆
者
が
行
な

っ
た
立
正
大

学

図
書
館
所
蔵

の
南
蔵

(永
楽
南
蔵
)

の
刻
工
者
名
調
査

に
よ
れ
ば
、

同
蔵
内

に
は
、

元
末

か
ら
明
初

の
江
南

で
活
動
し

て
い
た
刻
工
者
が

二
十
七
名
確

認
さ
れ

た

(前
掲
註

(
6
)
同
目
録

の
解
説
七
十
八
～

九
頁
)
。

つ
ま
り
、

「永
楽
南
蔵
」

は

「
洪
武
南
蔵
」

の
板
木
が
火
災

に
遭

っ
て
こ
と
ご
と

く
鳥
有

に
帰

し
た
と
す

る
意
見

に
は
同
意

で
き

な
い
。

し
か
し
、

の
ち

に
述

べ
る
よ
う

に
、

い

つ
、
ど

の
よ
う
な
事
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情

に
よ

っ
て

「
洪
武
南
蔵
」

か
ら

マ
水
楽
南
蔵
」

へ
と
変
遷
し
て
い

っ

た

の
か
は
、

い
ま

の
と

こ
ろ
不
明

で
あ
る
。

(
26
)

『
欧
陽
大
師
遺
集
」

(新
文
豊
出
版
公
司
、
台
北
、

一
九
七
六
)

第
二
巻
、

一
四
七

一
～

八
四
頁
所
収
。

こ
の
報
告
書

の
所
在

に

つ
い

て
は
な
が
く
不
明

で
あ
り
、

た
だ
前
掲
註

(
22
)
同
論
文

で
張
氏
が

そ

の
概
略

を
述

べ
て
い
た
だ
け
で
あ

っ
た
。
な
お
張
徳
鉤
氏

「
関
於

清

刻
大
蔵
与
歴
代
蔵
経
」

(張
徳
鈎
氏
ら
著

『
仏
教
聖

典
与

釈
氏

外

学
著

録
考
』
、
大
乗
文
化
出
版
社
、
台
北
、

一
九
七
九
)

に
よ
れ
ば
、

釈
徳

潜

「検
閲
崇
慶
古
寺
明
蔵
記
」

(「
内
院
雑
刊

・
入
蜀
之
作
四
」
)

な
る
も
の
が
あ

る
と

い
う

が
、
未
見
。

(
27
)

本
稿

で
取

り
上
げ

て
い
る
南
蔵
本

の

「
巻
第

一
之
二
」

の
函
号

函
次

が

「密

二
」

で
あ
り
、
「
密

一
」

に
は

『
六
祖

壇
経
」

が
収
録

さ
れ
て
い
た
こ
と

は
す

で
に
見

て
き
た
が
、

こ
の
あ
と

に
引
用
す
る

呂
氏

の
報
告
書

に
掲
載
さ
れ
た
書
影

に
よ

っ
て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、

「
続
蔵
」
本

の

「
巻
第

一
之

二
」

の
函
号
函
次
も

「
誉

二
」

と
な

っ

て
い
る
。
た
だ
呂
氏

の
報
告
書

に
は
、

「
誉

一
」
に
収
録

さ
れ

て
い

る
経
典

に

つ
い
て
は
何
等
記
載
が
な
く
、

ど

の
よ
う
な
経
典

が
収
録

さ
れ

て
い
た
か

は
不
明

で
あ
る
。

(
28
)

前
掲
註

(3
)
同
氏
論
文
八
～

九
頁
。

(
29
)

南
蔵

の
あ
と
、
北
京

で
い
わ
ゆ
る
北
蔵

が
開
板

さ
れ
る
が
、
北

蔵

に
は

『
古
尊
宿
語
録
』
は
入
蔵

さ
れ

て
い
な
い
。
あ

る
い
は
北
蔵

編
纂
者
は
、
嘉
興
蔵
編

纂
者
と
同
様

に
浄
戒
本
を

評
価

し
、

『
古
尊

宿
語
録
』
を
入
蔵

し
な
い
と
い
う
厳

し
い
措
置
を
執

っ
た
の
か
も
し

れ
な

い
。

(
30
)

立
正
大
学
図
書
館

に
は

『
禅
宗
頒
古
聯
珠
通

集
』

巻

第

七
が
、

ま
た
快
友
寺

に
は
筆
者

の
調
査

に
よ
れ
ば

『
圓
悟
佛

果
禅

師

語
録
』

巻
第

一
、
第

二
、
第
六
、
第
七
、
『
明
覚
禅
師

語
録

』

巻
第

一
、

第

六
、
『
禅
宗
頒
古
聯
珠
通
集
』
巻
第
十

五
、
第

十

八
が
現

存

し

て
い

る
。
な
お
、
同
じ
く
浄
戒

の
重
校
本

で
あ
る

『六
祖
壇
経
』

は
、
前

掲
註

(
10
)
同
書

に
柳
田
聖
山
氏

の
解
説

が
あ
り
、

同
経
典

の
南
蔵

本
を
含
め
た
各

テ
キ

ス
ト

の
比
較

が
な
さ
れ

て
い
る
。

[追
記
]

本
稿
脱
稿
後
、
駒
沢
大
学

の
椎
名

宏
雄

先
生

よ

り
、

『
永

楽
大
典

」

巻

=

九
〇
四

に

「
百
丈
広
録
」

が
収
録

さ
れ

て
い
る
こ
と
を
ご
示
教

い
た
だ

い
た
。
そ

こ
で
さ

っ
そ
く
世
界
書
局
本

『
永
楽
大
典
』
を
調

べ

た
と

こ
ろ
、
そ

の
ほ
か
八
箇
所

に
南
蔵
本

『
古
尊
宿
語
録
』

の

一
部
が

引
用
さ
れ

て
い
る

こ
と
が
判

明
し
た
。
『
永
楽
大
典
』

は
、

南

蔵

よ
り

以
前

の
永
楽
六

(
一
四
〇
八
)
年

に
完
成
し

て
い
る
。
南
蔵
本

は
本
稿

で
述

べ
た
よ
う
に
、
永
楽
十

一

(
一
四

=
二
)
年

二
月

よ
り
開
板
さ
れ

て
い
る
か
ら
、

そ
れ
以
前

に
そ
の
定
本
が

『
永
楽
大
典
」

に
採
用
さ
れ

て
い
た

こ
と
に
な
り
、
極
め

て
注
目
す

べ
き

こ
と
と

い
え

る
。
南
蔵
と

『
永
楽
大
典
』

と
の
関
係

に

つ
い
て
は
、
別

に
稿

を
改

め

て
論

じ

て
み

る

こ
と
に
し
た
い
。
重
要
な
事
項
を
注
意
さ
れ
た
椎
名
宏
雄
先
生

に
対

し
、

心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ

る
次
第

で
あ

る
。


